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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて送信器によってデータを伝送する方法であって、前記方法は
、
　実時間データパケットを２つ以上の断片に分割することと、
　第１のヘッダーおよび断片化拡張ヘッダー（ＦＥＨ）を前記２つ以上の断片のうちの少
なくとも１つの断片に追加することによってデータユニットを形成することであって、前
記第１のヘッダーは、前記データユニットが実時間データパケット断片を含むことを示し
、前記ＦＥＨは、前記実時間データパケット断片に関する情報を提供し、前記第１のヘッ
ダーは、前記ＦＥＨが前記第１のヘッダーの後に存在することを示すための指示子を含み
、前記ＦＥＨは、前記ＦＥＨのタイプを識別するタイプフィールドを含み、前記ＦＥＨは
、前記ＦＥＨが前記第１のヘッダーに続くか第２のヘッダーに続くかに依存する可変的な
長さを有し、前記第２のヘッダーは、前記データユニットが前記第１のヘッダーを含まな
い場合に前記２つ以上の断片のうちの前記少なくとも１つの断片に追加され、前記ＦＥＨ
は、前記ＦＥＨが前記第１のヘッダーに続く場合に、前記ＦＥＨが前記第２のヘッダーに
続く場合よりも短い長さを有する、ことと、
　前記データユニットを受信器に伝送することと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記第１のヘッダーは、前記データユニットの伝送に用いられるサービスフロー識別子
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を含むＦｌｏｗ　ＩＤフィールドをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のヘッダーは、前記データユニットの長さ情報を含む長さフィールドと、前記
データユニットのシーケンスナンバーを示すシーケンスナンバーフィールドとをさらに含
む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＦＥＨの長さは、８ビットである、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＦＥＨは、前記データユニット内に含まれる前記実時間データパケットの断片に関
する情報を含む断片化制御フィールドをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　無線通信システムにおいてデータを伝送する送信器であって、前記送信器は、
　実時間データパケットを２つ以上の断片に分割することと、
　第１のヘッダーおよび断片化拡張ヘッダー（ＦＥＨ）を前記２つ以上の断片のうちの少
なくとも１つの断片に追加することによってデータユニットを形成することであって、前
記第１のヘッダーは、前記データユニットが実時間データパケット断片を含むことを示し
、前記ＦＥＨは、前記実時間データパケット断片に関する情報を提供し、前記第１のヘッ
ダーは、前記ＦＥＨが前記第１のヘッダーの後に存在することを示すための指示子を含み
、前記ＦＥＨは、前記ＦＥＨのタイプを識別するタイプフィールドを含み、前記ＦＥＨは
、前記ＦＥＨが前記第１のヘッダーに続くか第２のヘッダーに続くかに依存する可変的な
長さを有し、前記第２のヘッダーは、前記データユニットが前記第１のヘッダーを含まな
い場合に前記２つ以上の断片のうちの前記少なくとも１つの断片に追加され、前記ＦＥＨ
は、前記ＦＥＨが前記第１のヘッダーに続く場合に、前記ＦＥＨが前記第２のヘッダーに
続く場合よりも短い長さを有する、ことと、
　前記データユニットを受信側に伝送することと
　を行うように構成されている、送信器。
【請求項７】
　前記第１のヘッダーは、前記データユニットの伝送に用いられるサービスフロー識別子
を含むＦｌｏｗ　ＩＤフィールドをさらに含む、請求項６に記載の送信器。
【請求項８】
　前記第１のヘッダーは、前記データユニットの長さ情報を含む長さフィールドと、前記
データユニットのシーケンスナンバーを示すシーケンスナンバーフィールドとをさらに含
む、請求項６に記載の送信器。
【請求項９】
　前記ＦＥＨの長さは、８ビットである、請求項６に記載の送信器。
【請求項１０】
　前記ＦＥＨは、前記データユニット内に含まれる前記実時間データパケットの断片に関
する情報を含む断片化制御フィールドをさらに含む、請求項６に記載の送信器。
【請求項１１】
　前記第１のヘッダーは、ＣＭＨ（ｃｏｍｐａｃｔ　ＭＡＣ　ｈｅａｄｅｒ）であり、前
記第２のヘッダーは、ＡＧＭＨ（ａｄｖａｎｃｅｄ　ｇｅｎｅｒｉｃ　ＭＡＣ　ｈｅａｄ
ｅｒ）である、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のヘッダーは、ＣＭＨ（ｃｏｍｐａｃｔ　ＭＡＣ　ｈｅａｄｅｒ）であり、前
記第２のヘッダーは、ＡＧＭＨ（ａｄｖａｎｃｅｄ　ｇｅｎｅｒｉｃ　ＭＡＣ　ｈｅａｄ
ｅｒ）である、請求項６に記載の送信器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信システムに関するもので、具体的には、断片化パッキング拡張ヘッ
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ダーを伴うＭＡＣ　ＰＤＵ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏ
ｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）を構成する方法及びその装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　インターネットを基盤とする通信システムは、一般に５階層からなるプロトコルスタッ
ク（Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｓｔａｃｋ）で構成されており、各プロトコル階層の構成は図１
に示す通りである。
【０００３】
　図１は、一般に使用されるインターネットプロトコルスタックの一例を示す図である。
【０００４】
　図１を参照すると、インターネットプロトコルスタックは、最上位階層としての応用階
層、伝送階層、ネットワーク階層、リンク階層及び物理階層の順に構成される。応用階層
は、ＦＴＰ（Ｆｉｌｅ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）／ＨＴＴＰ（Ｈｙｐｅｒ
ｔｅｘｔ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）／ＴＣＰ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ
　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）／ＵＤＰ（Ｕｓｅｒ　Ｄａｔａｇｒａｍ　Ｐｒｏ
ｔｏｃｏｌ）などのネットワークアプリケーションをサポートするための階層である。伝
送階層は、ＴＣＰ／ＵＤＰプロトコルを使用してホスト間のデータ伝送機能を担当する階
層で、ネットワーク階層は、伝送階層とＩＰプロトコルを通したソースから目的地へのデ
ータ伝送経路設定を行う階層である。リンク階層は、ＰＰＰ／イーサネット（登録商標）
プロトコルなどを通して周辺ネットワーク個体間のデータ伝送及び媒体接続制御（Ｍｅｄ
ｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：ＭＡＣ）を担当する階層で、物理階層は、有線
又は無線媒体を用いたデータのビット単位の伝送を行う最下位階層である。
【０００５】
　図２は、一般的に使用されるデータ伝送のための各階層の動作を示した図である。
【０００６】
　図２を参照すると、送信側の伝送階層では、上位階層である応用階層から受信したメッ
セージペイロード（Ｐａｙｌｏａｄ、Ｍ）にヘッダー情報（Ｈ＋）を追加することによっ
て新しいデータユニットを生成する。伝送階層は、これを再び下位階層であるネットワー
ク階層に伝送する。ネットワーク階層では、伝送階層から受信したデータにネットワーク
階層で使用されるヘッダー情報（Ｈｎ）を追加することによって新しいデータユニットを
生成し、これを再び下位階層であるリンク階層に伝送する。
【０００７】
　リンク階層では、上位階層から受信したデータにリンク階層で使用するヘッダー情報（
Ｈｌ）を追加することによって新しいデータユニットを生成し、これを再び下位階層であ
る物理階層に伝送する。物理階層は、リンク階層から受信したデータユニットを受信側に
伝送する。
【０００８】
　受信側の物理階層は、送信側からデータユニットを受信し、自分の上位階層であるリン
ク階層にデータユニットを送信する。受信側では、各階層別に追加されたヘッダーを処理
し、ヘッダーを除去したメッセージペイロードＭを上位階層に伝送する。このような過程
を通して伝送側と受信側との間のデータ送受信が行われる。
【０００９】
　図２に示すように、送信側と受信側との間のデータ送受信のために、各階層では、プロ
トコルヘッダーを追加し、データアドレッシング、ルーティング、フォワーディング及び
データ再伝送などの制御機能を行う。
【００１０】
　図３は、一般的に使用されるＩＥＥＥ　８０２．１６システム基盤の無線移動通信シス
テムで定義するプロトコル階層モデルを示す。
【００１１】
　図３を参照すると、リンク階層に属するＭＡＣ階層は、３個の副階層で構成することが
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できる。まず、サービス指定収斂副階層（Ｓｅｒｖｉｃｅ―Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｃｏｎｖ
ｅｒｇｅｎｃｅ　Ｓｕｂｌａｙｅｒ：Ｓｅｒｖｉｃｅ―Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＣＳ）は、収
斂副階層サービスアクセスポイント（ＣＳ　ＳＡＰ：Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｓｕｂｌ
ａｙｅｒ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）を通して受信された外部ネット
ワークのデータをＭＡＣ共通部副階層（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｐａｒｔ　Ｓｕｂｌａｙｅｒ：Ｃ
ＰＳ）の各ＭＡＣ　ＳＤＵ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）に変形又はマッピン
グさせることができる。この階層では、外部ネットワークの各ＳＤＵを区分した後、該当
するＭＡＣサービスフロー識別子（ＳＦＩＤ：Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｆｌｏｗ　ＩＤｅｎｔｉ
ｆｉｅｒ）と連結識別子（ＣＩＤ：Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）とを
関連させる機能を含むことができる。
【００１２】
　次に、ＭＡＣ　ＣＰＳは、システムアクセス、帯域幅割り当て、連結設定及び管理のよ
うなＭＡＣの核心的な機能を提供する階層であって、ＭＡＣ　ＳＡＰを通して多様なＣＳ
から特定のＭＡＣ連結によって分類されたデータを受信する。このとき、物理階層を通し
たデータ伝送とスケジューリングにＱｏＳ（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）を
適用することができる。
【００１３】
　また、暗号化副階層（Ｓｅｃｕｒｉｔｙ　Ｓｕｂｌａｙｅｒ）は、認証、保安キー交換
及び暗号化機能を提供することができる。
【００１４】
　ＭＡＣ階層は、連結指向型（ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ―ｏｒｉｅｎｔｅｄ）サービスであ
って、伝送連結（ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）の概念で具現される。シ
ステムに端末が登録されるとき、サービスフローを端末とシステムとの間の交渉によって
規定することができる。サービス要求が変更されると、新しい連結を設定することができ
る。ここで、伝送連結は、ＭＡＣ及びサービスフローを用いる同位収斂（ｐｅｅｒ　ｃｏ
ｎｖｅｒｇｅｎｃｅ）プロセス間のマッピングを定義し、サービスフローは、該当の連結
で交換されるＭＡＣ　ＰＤＵの各ＱｏＳパラメーターを定義する。
【００１５】
　伝送連結上のサービスフローは、ＭＡＣプロトコルの運営において核心的な役割を行い
、アップリンク及びダウンリンクのＱｏＳ管理のためのメカニズムを提供する。特に、各
サービスフローは、帯域幅割り当て過程と結合することができる。
【００１６】
　一般的なＩＥＥＥ　８０２．１６システムで、端末は、無線インターフェースごとに４
８ビット長さの汎用（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ）ＭＡＣ住所を有することができる。この住所
は、端末の無線インターフェースを唯一に定義し、初期レンジング過程の間に端末の接続
を設定するために使用することができる。そして、基地局は、各端末をそれらの互いに異
なる識別子（ＩＤ）で検証するので、汎用ＭＡＣ住所は認証プロセスの一部としても使用
することができる。
【００１７】
　それぞれの連結は、１６ビット長さの連結識別子（ＣＩＤ：Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｉ
Ｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）によって識別することができる。端末の初期化が進行される間、管
理連結（ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）の２個のペア（アップリンク及
びダウンリンク）を端末と基地局との間に設定し、管理連結まで含んで３個のペアを選択
的に使用することができる。
【００１８】
　上述した階層構造下での送信端と受信端のデータ交換のために、各媒体接続制御サービ
スデータユニット（ＭＡＣ　ＳＤＵ：Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｓ
ｅｒｖｉｃｅ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ）を伝送する場合を仮定する。このとき、ＭＡＣ　Ｓ
ＤＵは、媒体接続制御プロトコルデータユニット（ＭＡＣ　ＰＤＵ：Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃ
ｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）に加工される。このよ
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うなＭＡＣ　ＰＤＵを生成するために、基地局や端末はＭＡＣ　ＰＤＵにＭＡＣヘッダー
を含ませることができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　一般に伝送しようとするパケットに対して断片化、パッキング又は自動再伝送要請（Ａ
ｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｔｒａｎｓｍｉｔ　ｒｅＱｕｅｓｔ：ＡＲＱ）を適用する場合、
該当のＭＡＣ　ＰＤＵにそれと関連した情報を含ませるために、各拡張ヘッダーのうち断
片化パッキング拡張ヘッダーを使用することができる。
【００２０】
　このとき、音声パケット（ＶｏＩＰ：Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒ
ｏｔｏｃｏｌ）のような一定周期で生成され、固定された小さい大きさを有するデータに
対しては圧縮ＭＡＣヘッダー（ＣＭＨ：Ｃｏｍｐａｃｔ　ＭＡＣ　ｈｅａｄｅｒ）を使用
し、断片化又はパッキングを適用せずに伝送することが一般的である。
【００２１】
　ただし、チャンネル状況が良くない場合は、ＶｏＩＰのようなパケットに対しても断片
化を適用して伝送できるが、このとき、一般的に断片化、パッキング及びシーケンスナン
バーに関する情報を全て含む断片化パッキング拡張ヘッダーを使用する場合、ヘッダーオ
ーバーヘッドが大きくなるという問題が発生する。
【００２２】
　したがって、本発明は、伝送しようとするパケットの種類又は伝送方式に従って必要な
情報のみを含む効率的な断片化パッキング拡張ヘッダーを構成する方法及びこれを使用し
て信号を伝送する方法を提案しようとする。
【００２３】
　本発明で達成しようとする各技術的課題は、以上言及した技術的課題に制限されず、言
及していない他の技術的課題は、下記の記載から本発明の属する技術分野で通常の知識を
有する者に明確に理解されるだろう。
【課題を解決するための手段】
【００２４】
　上述した課題を解決するための本発明の一実施例に係る送信端でデータを伝送する方法
は、分割されたデータ及び前記の分割されたデータを伝送するための断片化パッキング拡
張ヘッダー（Ｆｒａｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｐａｃｋｉｎｇ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ
　Ｈｅａｄｅｒ：ＦＰＥＨ）を含む媒体接続制御プロトコルデータユニット（Ｍｅｄｉｕ
ｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ：ＭＡＣ　
ＰＤＵ）を構成すること、及び前記の構成されたＭＡＣ　ＰＤＵを受信端に伝送すること
を含む。
【００２５】
　望ましくは、前記断片化パッキング拡張ヘッダーは、拡張ヘッダーのタイプを示す拡張
ヘッダータイプフィールド、及び前記の分割されたデータに関する情報を含む断片化制御
フィールドを含むことができる。
【００２６】
　前記データが所定の固定された大きさ及び所定周期によって生成されるパケットである
場合、前記ＭＡＣ　ＰＤＵに含まれるＭＡＣヘッダーは、前記データを伝送するための圧
縮ＭＡＣヘッダー（ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｃｏｍｐａｃｔ　ＭＡＣ　Ｈｅａｄｅｒ）を含む
ことができる。
【００２７】
　このとき、本発明の一実施例に係る前記断片化パッキング拡張ヘッダーは１バイトであ
り、前記断片化パッキング拡張ヘッダーは、４ビットの前記拡張ヘッダータイプフィール
ド及び２ビットの前記断片化制御フィールドのみを含むことができる。
【００２８】
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　望ましくは、前記圧縮ＭＡＣヘッダーは、前記ＭＡＣ　ＰＤＵ伝送に使用するサービス
フロー識別子（Ｆｌｏｗ　ＩＤ）を含むフロー識別子フィールド、前記ＭＡＣ　ＰＤＵに
拡張ヘッダーが含まれるかどうかを示す拡張ヘッダー存在指示子フィールド、前記ＭＡＣ
　ＰＤＵの長さ情報を含む長さフィールド、及び前記ＭＡＣ　ＰＤＵのシーケンスナンバ
ーを示す第１のシーケンスナンバーフィールドのうち少なくとも一つを含むことができる
。
【００２９】
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵに含まれるＭＡＣヘッダーが発展した一般ＭＡＣヘッダー（Ａｄｖ
ａｎｃｅｄ　Ｇｅｎｅｒｉｃ　ＭＡＣ　Ｈｅａｄｅｒ）である場合、前記断片化パッキン
グ拡張ヘッダーは、前記ＭＡＣ　ＰＤＵのシーケンスナンバーを示す第２のシーケンスナ
ンバーフィールド、自動再伝送要請（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅＱｕｅｓ
ｔ：ＡＲＱ）によって伝送されたデータに対するフィードバック情報が含まれるかどうか
を示すＡＲＱフィードバックポール（ＡＲＱ　Ｆｅｅｄｂａｃｋ　Ｐｏｌｌ：ＡＦＰ）フ
ィールド、及びＡＲＱ再配列可否を示す再配列情報指示子（Ｒｅ―ａｒｒａｎｇｅｍｅｎ
ｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ：ＲＩ）フィールドのうち少なくとも
一つを含むことができる。
【００３０】
　このとき、前記ＲＩフィールドの前記再配列情報指示子がＡＲＱ再配列を指示する場合
、前記断片化パッキング拡張ヘッダーは、前記ＭＡＣ　ＰＤＵに最後のＡＲＱサブブロッ
クが含まれたかどうかを指示する最後のＡＲＱサブブロック指示子フィールド（Ｌａｓｔ
　ＡＲＱ　Ｓｕｂ―ｂｌｏｃｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ：ＬＳＩ）、及び１番目のＡＲＱサ
ブブロックのサブシーケンスナンバーを示すサブシーケンスナンバーフィールド（Ｓｕｂ
―Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　Ｎｕｍｂｅｒ：ＳＳＮ）をさらに含むことができる。
【００３１】
　本発明の一実施例に係る前記断片化パッキング拡張ヘッダーは、分割されていないデー
タ又は前記の分割されたデータの長さ情報を示す長さフィールドを選択的に含むことがで
きる。
【００３２】
　本発明の一実施例によって、前記ＭＡＣ　ＰＤＵに一つ以上の拡張ヘッダーで構成され
る拡張ヘッダーグループが含まれる場合、前記ＭＡＣ　ＰＤＵは、前記拡張ヘッダーグル
ープの長さを示す拡張ヘッダーグループ長さフィールドをさらに含むことができる。
【００３３】
　上述した課題を解決するための本発明の他の実施例に係る受信端でデータを受信する方
法は、分割されたデータ及び前記の分割されたデータを伝送するための断片化パッキング
拡張ヘッダー（Ｆｒａｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｐａｃｋｉｎｇ　Ｅｘｔｅｎｄｅ
ｄ　Ｈｅａｄｅｒ：ＦＰＥＨ）を含む媒体接続制御プロトコルデータユニット（Ｍｅｄｉ
ｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ：ＭＡＣ
　ＰＤＵ）を受信すること、及び前記の受信したＭＡＣ　ＰＤＵをデコーディングするこ
とを含む。
【００３４】
　上述した課題を解決するための本発明の更に他の実施例に係るデータを伝送する送信装
置は、媒体接続制御プロトコルデータユニット（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ：ＭＡＣ　ＰＤＵ）を構成するためのプ
ロセッサ及び前記ＭＡＣ　ＰＤＵを伝送するための送信モジュールを含み、前記プロセッ
サは、分割されたデータ及び前記の分割されたデータを伝送するための断片化パッキング
拡張ヘッダーを含む前記ＭＡＣ　ＰＤＵを構成し、前記の構成されたＭＡＣ　ＰＤＵを前
記送信モジュールを通して受信装置に伝送するように行うことができる。
【００３５】
　上述した課題を解決するための本発明の更に他の実施例に係るデータを受信する受信装
置は、媒体接続制御プロトコルデータユニット（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔ
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ｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ：ＭＡＣ　ＰＤＵ）を受信するための受
信モジュール、及び前記の受信した前記ＭＡＣ　ＰＤＵに対する信号処理動作を行うプロ
セッサを含み、前記ＭＡＣ　ＰＤＵは、分割されたデータ及び前記の分割されたデータを
伝送するための断片化パッキング拡張ヘッダーを含むことができる。
【００３６】
　前記各実施形態は、本発明の好適な各実施例のうち一部に過ぎなく、本願発明の技術的
特徴が反映された多様な実施例は、当該技術分野で通常の知識を有する者であれば、以下
で説明する本発明の詳細な説明に基づいて導出して理解できるだろう。
本発明は、例えば以下の項目を提供する。
（項目１）
　送信端でデータを伝送する方法において、
　分割されたデータ及び前記の分割されたデータを伝送するための断片化拡張ヘッダー（
Ｆｒａｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄｅｒ：ＦＥＨ）又はパッキン
グ拡張ヘッダー（Ｐａｃｋｉｎｇ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄｅｒ：ＰＥＨ）を含む媒
体接続制御プロトコルデータユニット（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ：ＭＡＣ　ＰＤＵ）を構成すること；及び
　前記の構成されたＭＡＣ　ＰＤＵを受信端に伝送することを含み、
　前記断片化拡張ヘッダー又はパッキング拡張ヘッダは、拡張ヘッダーのタイプを示す拡
張ヘッダータイプフィールド及び前記の分割されたデータに関する情報を含む断片化制御
フィールドを含む、データ伝送方法。
（項目２）
　前記データが所定の固定された大きさ及び所定周期によって生成されるパケットである
場合、
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵに含まれるＭＡＣヘッダーは前記データを伝送するためのショート
―パケットＭＡＣヘッダー（Ｓｈｏｒｔ―ｐａｃｋｅｔ　ＭＡＣ　Ｈｅａｄｅｒ：ＳＰＭ
Ｈ）を含む、項目１に記載のデータ伝送方法。
（項目３）
　前記ショート―パケットＭＡＣヘッダーは、前記ＭＡＣ　ＰＤＵ伝送に使用するサービ
スフロー識別子（Ｆｌｏｗ　ＩＤ）を含むフロー識別子フィールド、前記ＭＡＣ　ＰＤＵ
に拡張ヘッダーが含まれるかどうかを示す拡張ヘッダー存在指示子フィールド、前記ＭＡ
Ｃ　ＰＤＵの長さ情報を含む長さフィールド、及び前記ＭＡＣ　ＰＤＵのシーケンスナン
バーを示す第１のシーケンスナンバーフィールドのうち少なくとも一つを含む、項目２に
記載のデータ伝送方法。
（項目４）
　前記断片化拡張ヘッダーは１バイトで、
　前記断片化拡張ヘッダーは、４ビットの前記拡張ヘッダータイプフィールド及び２ビッ
トの前記断片化制御フィールドのみを含む、項目２に記載のデータ伝送方法。
（項目５）
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵに含まれるＭＡＣヘッダーが発展した一般ＭＡＣヘッダー（Ａｄｖ
ａｎｃｅｄ　Ｇｅｎｅｒｉｃ　ＭＡＣ　Ｈｅａｄｅｒ：ＡＧＭＨ）である場合、
前記断片化拡張ヘッダーは、前記ＭＡＣ　ＰＤＵのシーケンスナンバーを示す第２のシー
ケンスナンバーフィールドをさらに含む、項目１に記載のデータ伝送方法。
（項目６）
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵのＭＡＣヘッダーが発展した一般ＭＡＣヘッダー（Ａｄｖａｎｃｅ
ｄ　Ｇｅｎｅｒｉｃ　ＭＡＣ　Ｈｅａｄｅｒ：ＡＧＭＨ）であるとき、前記パッキング拡
張ヘッダーが前記ＭＡＣ　ＰＤＵに含まれ、
　前記パッキング拡張ヘッダーは、前記ＭＡＣ　ＰＤＵのシーケンスナンバーを示す第２
のシーケンスナンバーフィールド、分割されていないデータ又は前記の分割されたデータ
の長さ情報を示す長さフィールド、及び他の情報が含まれるかどうかを示すフィールドを
さらに含む、項目１に記載のデータ伝送方法。
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（項目７）
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵに一つ以上の拡張ヘッダーで構成される拡張ヘッダーグループが含
まれる場合、
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵは、前記拡張ヘッダーグループの長さを示す拡張ヘッダーグループ
フィールドをさらに含む、項目１に記載のデータ伝送方法。
（項目８）
　受信端でデータを受信する方法において、
　分割されたデータ及び前記の分割されたデータを伝送するための断片化拡張ヘッダー（
Ｆｒａｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄｅｒ：ＦＥＨ）及びパッキン
グ拡張ヘッダー（Ｐａｃｋｉｎｇ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄｅｒ：ＰＥＨ）を含む媒
体接続制御プロトコルデータユニット（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ：ＭＡＣ　ＰＤＵ）を受信すること；及び
　前記の受信したＭＡＣ　ＰＤＵをデコーディングすることを含み、
　前記断片化拡張ヘッダー又はパッキング拡張ヘッダーは、拡張ヘッダーのタイプを示す
拡張ヘッダータイプフィールド、及び前記の分割されたデータに関する情報を含む断片化
制御フィールドを含む、データ受信方法。
（項目９）
　前記データが所定の固定された大きさ及び所定周期によって生成されるパケットである
場合、
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵに含まれるＭＡＣヘッダーは、前記データを伝送するためのショー
ト―パケットＭＡＣヘッダー（Ｓｈｏｒｔ―ｐａｃｋｅｔ　ＭＡＣ　Ｈｅａｄｅｒ：ＳＰ
ＭＨ）を含む、項目８に記載のデータ受信方法。
（項目１０）
　前記断片化拡張ヘッダーは１バイトであり、
　前記断片化拡張ヘッダーは、４ビットの前記拡張ヘッダータイプフィールド及び２ビッ
トの前記断片化制御フィールドのみを含む、項目９に記載のデータ受信方法。
（項目１１）
　前記ショート―パケットＭＡＣヘッダーは、前記ＭＡＣ　ＰＤＵ伝送に使用するサービ
スフロー識別子（Ｆｌｏｗ　ＩＤ）を含むフロー識別子フィールド、前記ＭＡＣ　ＰＤＵ
に拡張ヘッダーが含まれるかどうかを示す拡張ヘッダー存在指示子フィールド、前記ＭＡ
Ｃ　ＰＤＵの長さ情報を含む長さフィールド、及び前記ＭＡＣ　ＰＤＵのシーケンスナン
バーを示す第１のシーケンスナンバーフィールドのうち少なくとも一つを含む、項目９に
記載のデータ受信方法。
（項目１２）
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵに含まれるＭＡＣヘッダーが発展した一般ＭＡＣヘッダー（Ａｄｖ
ａｎｃｅｄ　Ｇｅｎｅｒｉｃ　ＭＡＣ　Ｈｅａｄｅｒ：ＡＧＭＨ）である場合、
　前記断片化拡張ヘッダーは、前記ＭＡＣ　ＰＤＵのシーケンスナンバーを示す第２のシ
ーケンスナンバーフィールドをさらに含む、項目８に記載のデータ受信方法。
（項目１３）
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵのＭＡＣヘッダーが発展した一般ＭＡＣヘッダー（Ａｄｖａｎｃｅ
ｄ　Ｇｅｎｅｒｉｃ　ＭＡＣ　Ｈｅａｄｅｒ：ＡＧＭＨ）であるとき、前記パッキング拡
張ヘッダーが前記ＭＡＣ　ＰＤＵに含まれ、
前記パッキング拡張ヘッダーは、前記ＭＡＣ　ＰＤＵのシーケンスナンバーを示す第２の
シーケンスナンバーフィールド、分割されていないデータ又は前記の分割されたデータの
長さ情報を示す長さフィールド、及び他の情報が含まれるかどうかを示すフィールドをさ
らに含む、項目８に記載のデータ受信方法。
（項目１４）
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵに一つ以上の拡張ヘッダーで構成される拡張ヘッダーグループが含
まれる場合、
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵは、前記拡張ヘッダーグループの長さを示す拡張ヘッダーグループ
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フィールドをさらに含む、項目８に記載のデータ受信方法。
（項目１５）
　データを伝送する送信装置において、
　媒体接続制御プロトコルデータユニット（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ：ＭＡＣ　ＰＤＵ）を構成するためのプロセ
ッサ；及び
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵを伝送するための送信モジュールを含み、
　前記プロセッサは、分割されたデータ及び前記の分割されたデータを伝送するための断
片化拡張ヘッダー（Ｆｒａｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄｅｒ：Ｆ
ＥＨ）又はパッキング拡張ヘッダー（Ｐａｃｋｉｎｇ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄｅｒ
：ＰＥＨ）を含む前記ＭＡＣ　ＰＤＵを構成し、前記の構成されたＭＡＣ　ＰＤＵを前記
送信モジュールを通して受信装置に伝送するように制御し、
　前記断片化拡張ヘッダー又はパッキング拡張ヘッダーは、拡張ヘッダーのタイプを指示
する拡張ヘッダータイプフィールド及び前記の分割されたデータに関する情報を含む断片
化制御フィールドを含む、送信装置。
（項目１６）
　データを受信する受信装置において、
　媒体接続制御プロトコルデータユニット（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ：ＭＡＣ　ＰＤＵ）を受信するための受信モ
ジュール；及び
　前記の受信した前記ＭＡＣ　ＰＤＵに対する信号処理動作を行うプロセッサを含み、
　前記ＭＡＣ　ＰＤＵは、分割されたデータ及び前記の分割されたデータを伝送するため
の断片化拡張ヘッダー（Ｆｒａｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄｅｒ
：ＦＥＨ）及びパッキング拡張ヘッダー（Ｐａｃｋｉｎｇ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄ
ｅｒ：ＰＥＨ）を含み、
　前記断片化拡張ヘッダー又はパッキング拡張ヘッダーは、拡張ヘッダーのタイプを指示
する拡張ヘッダータイプフィールド及び前記の分割されたデータに関する情報を含む断片
化制御フィールドを含む、受信装置。
【発明の効果】
【００３７】
　本発明の各実施例によると、伝送しようとするパケットの種類又は伝送方式に従って必
要な情報のみを含む効率的な断片化パッキング拡張ヘッダーを構成することができる。
【００３８】
　また、効率的な断片化パッキング拡張ヘッダーを構成することによって、ヘッダーオー
バーヘッドの減少及び伝送電力の減少などの効果を発生させることができる。
【００３９】
　本発明で得られる効果は、以上言及した各効果に制限されず、言及していない他の効果
は、下記の記載から本発明の属する技術分野で通常の知識を有する者に明確に理解される
だろう。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】一般的に使用されるインターネットプロトコルスタックの一例を示す図である。
【図２】一般的に使用されるデータ伝送のための各階層の動作を示す図である。
【図３】一般的なＩＥＥＥ　８０２．１６システムの階層構造を示す図である。
【図４】ＩＥＥＥ　８０２．１６システムで使用される連結とサービスフロー（ＳＦ：Ｓ
ｅｒｖｉｃｅ　Ｆｌｏｗ）を示す図である。
【図５】一般的に使用されるＩＥＥＥ　８０２．１６システム基盤の無線ＭＡＮ移動通信
システムで定義するＭＡＣ　ＰＤＵ（ＭＡＣ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）
形態の一例を示す図である。
【図６】本発明の一実施例に係る拡張された圧縮ＭＡＣヘッダー構造を使用するＭＡＣ　
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ＰＤＵの一例を示す図である。
【図７】本発明の一実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダーを伴うＭＡＣ　ＰＤＵの
一例を示す図である。
【図８】本発明の他の実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダーを伴うＭＡＣ　ＰＤＵ
の他の例を示す図である。
【図９】本発明の更に他の実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダーを伴うＭＡＣ　Ｐ
ＤＵの更に他の例を示す図である。
【図１０】本発明の一実施例に係る拡張ヘッダーグループ構造の一例を示す図である。
【図１１】本発明の更に他の実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダーを伴うＭＡＣ　
ＰＤＵの更に他の例を示す図である。
【図１２】本発明の更に他の実施例に係る送信装置でのＭＡＣ　ＰＤＵ生成部構造の一例
を示す図である。
【図１３】本発明の更に他の実施例として、上述した本発明の各実施例を行える端末及び
基地局を説明するためのブロック構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　本発明は、無線通信システムでの効率的なデータ伝送のための各ＭＡＣヘッダーを開示
する。
【００４２】
　以下の各実施例は、本発明の各構成要素と各特徴を所定形態で結合したものである。各
構成要素又は特徴は、別途の明示的な言及がない限り、選択的なものとして考慮すること
ができる。各構成要素又は特徴は、他の構成要素や特徴と結合されない形態で実施するこ
とができる。また、一部の構成要素及び／又は各特徴を結合して本発明の実施例を構成す
ることもできる。本発明の各実施例で説明する各動作の順序は変更可能である。一つの実
施例の一部の構成や特徴は、他の実施例に含ませたり、又は他の実施例の対応する構成又
は特徴に取り替えることができる。
【００４３】
　図面に対する説明において、本発明の要旨を不明瞭にするおそれがある手順又は段階な
どは記述しておらず、当業者の水準で理解可能な程度の手順又は段階も記述していない。
【００４４】
　本明細書で、本発明の各実施例は、基地局と端末との間のデータ送受信関係を中心に説
明した。ここで、基地局は、端末と直接通信を行うネットワークの終端ノードとしての意
味を有する。本文書で基地局によって行われると説明した特定の動作は、場合に応じては
基地局の上位ノードによって行うこともできる。
【００４５】
　すなわち、基地局を含む多数のネットワークノードからなるネットワークで端末との通
信のために行われる多様な動作は、基地局又は基地局以外の他のネットワークノードによ
って行うことができる。このとき、「基地局」は、固定局、Ｎｏｄｅ　Ｂ、ｅＮｏｄｅ　
Ｂ（ｅＮＢ）、アクセスポイントなどの用語に取り替えることができる。また、「端末（
ＭＳ：Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）」は、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）、
ＳＳ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ＭＳＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒ
ｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、移動端末（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ）又は端末な
どの用語に取り替えることができる。
【００４６】
　また、送信端は、データサービス又は音声サービスを提供する固定及び／又は移動ノー
ドを意味し、受信端は、データサービス又は音声サービスを受信する固定及び／又は移動
ノードを意味する。したがって、アップリンクでは端末が送信端になり、基地局が受信端
になり得る。同様に、ダウンリンクでは端末が受信端になり、基地局が送信端になり得る
。
【００４７】
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　本発明の各実施例は、無線接続システムであるＩＥＥＥ　８０２システム、３ＧＰＰシ
ステム、３ＧＰＰ　ＬＴＥシステム及び３ＧＰＰ２システムのうち少なくとも一つに開示
された各標準文書によって裏付けることができる。すなわち、本発明の各実施例のうち本
発明の技術的思想を明確に表すために説明していない各段階又は各部分は、前記各文書に
よって裏付けることができる。また、本文書で開示している全ての用語は、前記標準文書
によって説明することができる。
【００４８】
　特に、本発明の各実施例は、ＩＥＥＥ　８０２．１６システムの標準文書であるＰ８０
２．１６―２００４、Ｐ８０２．１６ｅ―２００５、及びＰ８０２．１６ｍ文書のうち一
つ以上によって裏付けることができる。
以下、本発明に係る好適な実施形態を添付の図面を参照して詳細に説明する。添付の図面
と共に以下で開示する詳細な説明は、本発明の例示的な実施形態を説明するためのもので
あって、本発明が実施され得る唯一の実施形態を示すためのものではない。
【００４９】
　また、本発明の各実施例で使用される特定の用語は、本発明の理解を促進するために提
供されたものであって、このような特定の用語の使用は、本発明の技術的思想を逸脱しな
い範囲で他の形態に変更することができる。
【００５０】
　図４は、ＩＥＥＥ　８０２．１６システムで使用される連結とサービスフロー（Ｓｅｒ
ｖｉｃｅ　Ｆｌｏｗ：ＳＦ）を示す図である。
【００５１】
　図４に示すように、ＭＡＣ階層の論理的連結は、上位サービスフロー（ＳＦ）に対する
ＱｏＳを提供するために、ＳＦをＱｏＳパラメーターが定義された論理連結とマッピング
させる。また、論理的連結は、該当の連結に対するデータ伝送のための適切なスケジュー
リングを通してＭＡＣ階層でのＱｏＳを提供するために定義される。ＭＡＣ階層で定義さ
れる連結の種類には、ＭＡＣ階層で端末の管理のために端末別に割り当てる管理連結（Ｍ
ａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）と、上位サービスデータ伝送のためにサー
ビスフローとマッピングされる伝送連結とがある。
【００５２】
　図５は、ＩＥＥＥ　８０２．１６システム基盤の無線ＭＡＮ移動通信システムで定義す
るＭＡＣ　ＰＤＵ（ＭＡＣ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）形態の一例を示す
図である。
【００５３】
　一般に、第２の階層以下のリンク階層（すなわち、Ｌｉｎｋ　ｌａｙｅｒ又はＭＡＣ　
ｌａｙｅｒ）と物理階層（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ）では、ＬＡＮ、Ｗｉｒｅｌｅ
ｓｓ　ＬＡＮ、３ＧＰＰ／３ＧＰＰ２又はＷｉｒｅｌｅｓｓ　ＭＡＮなどの各システムに
よるプロトコルによってＭＡＣ　ＰＤＵのヘッダーフォーマットが異なる形で定義される
。ＭＡＣヘッダーは、リンク階層での各ノード間のデータ伝達のためにノードのＭＡＣ住
所又はリンク住所を含み、ヘッダーエラー検査及びリンク階層制御情報を含むことができ
る。
【００５４】
　図５を参照すると、それぞれのＭＡＣ　ＰＤＵは、一定の長さのＭＡＣヘッダーから開
始される。ＭＡＣヘッダーはＭＡＣ　ＰＤＵのペイロードの前に位置する。ＭＡＣ　ＰＤ
Ｕは、一つ以上の拡張ヘッダーを含むことができ、拡張ヘッダーはＭＡＣヘッダーの後に
位置し、拡張ヘッダーが含まれる場合、ペイロードは、暗号化された状態でＭＡＣヘッダ
ー及び一つ以上の拡張ヘッダーで構成されたヘッダー部分の後に位置する。
【００５５】
　ＭＡＣ　ＰＤＵのペイロードは、サブヘッダー、ＭＡＣ　ＳＤＵ及び分割されたＭＡＣ
　ＳＤＵを含むことができる。一つのＭＡＣ　ＳＤＵ又はＭＡＣ　ＰＤＵをそれより小さ
い単位で多数のサブＭＡＣ　ＳＤＵ又はサブＭＡＣ　ＰＤＵに分割することを断片化過程
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（Ｆｒａｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ）といい、分割された各データを断片（Ｆｒａｇｍｅｎｔ
）という。そして、可変的なバイト数量を表現するために、ペイロード情報の長さを変更
することもできる。これによって、ＭＡＣ副階層は、メッセージのフォーマットやビット
パターンを認識せずにも上位階層の多様なトラフィックタイプを伝送することができる。
【００５６】
　図５に示していないが、ＭＡＣ　ＰＤＵには、エラー検出のための巡回冗長検査（Ｃｙ
ｃｌｉｃ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ：ＣＲＣ）を含ませることができる。
【００５７】
　ＭＡＣヘッダーは、大きく三つのタイプを有し、発展した一般ＭＡＣヘッダー（Ａｄｖ
ｅｎｃｅｄ　ｇｅｎｅｒｉｃ　ＭＡＣ　ｈｅａｄｅｒ：ＡＧＭＨ）、ＶｏＩＰのようなア
プリケーションをサポートするための圧縮ＭＡＣヘッダー（Ｃｏｍｐａｃｔ　ＭＡＣ　Ｈ
ｅａｄｅｒ：ＣＭＨ）及び帯域幅要請などの制御のためのＭＡＣシグナリングヘッダー（
ＭＡＣ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ｈｅａｄｅｒ）に区分することができる。このとき、発展
した一般ＭＡＣヘッダー及び圧縮ＭＡＣヘッダーは、ヘッダーの後にペイロードを伴う一
方、ＭＡＣシグナリングヘッダーは、ヘッダーの後にペイロードを伴わない。
【００５８】
　発展した一般ＭＡＣヘッダーは、ＭＡＣ制御メッセージ及び収斂階層（ＣＳ）のデータ
を含むＤＬ／ＵＬ　ＭＡＣ　ＰＤＵの開始部分に位置する。
【００５９】
　表１は、ＩＥＥＥ　８０２．１６システムを基盤とする無線通信システムで使用される
発展した一般ＭＡＣヘッダー構造の一例を示すものである。
【００６０】
【表１】

　表１を参照すると、発展した一般ＭＡＣヘッダーは、前記ＭＡＣヘッダーが発展した一
般ＭＡＣヘッダーであることを示すサービスのフロー識別子を含むフロー識別子フィール
ド（Ｆｌｏｗ　ＩＤ）、ＭＡＣ　ＰＤＵへの拡張ヘッダーの存在有無を示す拡張ヘッダー
存在指示子フィールド（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄｅｔ　ｐｒｅｓｅｎｃｅ　ｉｎｄｉ
ｃａｔｏｒ）及びＭＡＣ　ＰＤＵの長さ情報を含む長さフィールド（Ｌｅｎｇｔｈ）を含
む。拡張ヘッダー存在指示子フィールドに１ビットが割り当てられる場合、該当のフィー
ルドが「１」に設定されると拡張ヘッダーが含まれることを示し、該当のフィールドが「
０」に設定されると、拡張ヘッダーが含まれないことを示す。長さフィールドは、拡張ヘ
ッダーが存在する場合、拡張ヘッダーを含むＭＡＣ　ＰＤＵの長さ情報を示し、バイト単
位で表示され、長さフィールドに１１ビットが割り当てられる。表１を参照すると、発展
した一般ＭＡＣヘッダーは、４ビットのフロー識別子フィールド、１ビットの拡張ヘッダ
ー存在指示フィールド及び１１ビットの長さフィールドを含み、全体を２バイトで構成す
ることができる。
【００６１】
　圧縮ＭＡＣヘッダー（ＣＭＨ）は、ＶｏＩＰのように所定周期で一定の大きさ以下で生
成され、自動再伝送要請（ＡＲＱ：Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ
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　ｒｅＱｕｅｓｔ）を適用しないアプリケーションをサポートするＭＡＣヘッダーである
。
【００６２】
　表２は、ＩＥＥＥ　８０２．１６システムを基盤とする無線通信システムで使用される
圧縮ＭＡＣヘッダー構造の一例を示すものである。
【００６３】
【表２】

　表２を参照すると、圧縮ＭＡＣヘッダーは、１ビットの拡張ヘッダー存在有無を指示す
る拡張ヘッダー存在指示子フィールド（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄｅｒ　ｐｒｅｓｅｎ
ｃｅ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、及び７ビットの圧縮ＭＡＣヘッダーを含むＭＡＣ　ＰＤＵ
の長さを指示する長さフィールド（Ｌｅｎｇｔｈ）を含み、１バイト大きさのヘッダー構
造を有する。
【００６４】
　圧縮ＭＡＣヘッダーは、資源割り当て時に所定周期で一定の位置に資源を割り当てる持
続的資源割り当てや、一つ以上の端末を含むグループに対して資源を割り当てるグループ
資源割り当てのように、基地局と端末が既に交渉した資源割り当て位置で使用されるヘッ
ダーである。持続的資源割り当てやグループ資源割り当ては、ＶｏＩＰのように所定周期
で生成される一定の大きさ以下のパケットに対して使用される。
【００６５】
　すなわち、圧縮ＭＡＣヘッダーは、ＶｏＩＰのように所定周期で生成される小さいパケ
ットに対して使用されるので、受信側では、該当のＭＡＣ　ＰＤＵが伝送されたフローの
識別子でない該当のデータを通して該当のＭＡＣ　ＰＤＵに含まれたＭＡＣヘッダーの種
類を把握することができる。
【００６６】
　したがって、圧縮ＭＡＣヘッダーは、一般ＭＡＣヘッダーとは異なって、フロー識別子
を含むフロー識別子フィールド（Ｆｌｏｗ　ＩＤ）を含んでおらず、発展した一般ＭＡＣ
ヘッダーとは異なって７ビットの長さフィールドを含むことができる。
【００６７】
　上述した発展した一般ＭＡＣヘッダー及び圧縮ＭＡＣヘッダーのいすれにおいても、ヘ
ッダーの後に一つ以上の拡張ヘッダーを伴うことができ、該当のＭＡＣ　ＰＤＵがペイロ
ードを含む場合、拡張ヘッダーはペイロードの前に挿入される。
【００６８】
　拡張ヘッダーは、ＭＡＣ　ＰＤＵでＭＡＣヘッダーの後に挿入されるサブヘッダーであ
って、拡張サブヘッダーと同じ意味を有する。一般に、ＭＡＣ　ＰＤＵに一つ以上の拡張
ヘッダーが含まれるかどうかは、ＭＡＣヘッダーの拡張ヘッダー存在指示子フィールドを
通して受信側に知らせることができる。
【００６９】
　表３は、ＩＥＥＥ　８０２．１６システムを基盤とする無線通信システムで使用される
拡張ヘッダーの一例を示すものである。
【００７０】
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【表３】

　表３を参照すると、拡張ヘッダーは、該当の拡張ヘッダーの後に他の一つ以上の拡張ヘ
ッダーが存在するかどうかを指示する拡張ヘッダー指示フィールド（Ｌａｓｔ）、該当の
拡張ヘッダーのタイプを指示する拡張ヘッダータイプフィールド（Ｔｙｐｅ）、及び拡張
ヘッダータイプフィールドで指示される拡張ヘッダーと関連した各情報を含む一つ以上の
フィールドで構成される拡張ヘッダーボディーフィールド（ＥＨ　Ｂｏｄｙ）で構成され
る。
【００７１】
　前記他の拡張ヘッダーの存在有無を指示する最後の拡張ヘッダー指示フィールド（Ｌａ
ｓｔ）に１ビットが割り当てられる場合、該当のフィールドが「０」に設定されると、該
当のＭＡＣ　ＰＤＵで現在の拡張ヘッダーの後に一つ以上の拡張ヘッダーがさらに存在す
ることを指示する。該当のフィールドが「１」に設定されると、該当のＭＡＣ　ＰＤＵで
現在の拡張ヘッダーが最後に存在した拡張ヘッダーであることを示すことができる。
【００７２】
　拡張ヘッダーボディーフィールド（Ｂｏｄｙ　Ｃｏｎｔｅｎｓ）では、拡張ヘッダータ
イプフィールド（Ｔｙｐｅ）で指示する拡張ヘッダータイプによって含む情報及びボディ
ーフィールドの長さが決定される。
【００７３】
　拡張ヘッダータイプについては、表４を参照して説明する。
【００７４】
　表４は、ＩＥＥＥ　８０２．１６システムを基盤とする無線通信システムで使用される
一般的な拡張ヘッダーのタイプを示すものである。
【００７５】



(15) JP 5572220 B2 2014.8.13

10

20

30

40

50

【表４】

　表４を参照すると、拡張ヘッダーの種類には、断片化パッキング拡張ヘッダー、ＭＡＣ
制御拡張ヘッダー（ＭＡＣ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄｅｒ）、マル
チプレキシング拡張ヘッダー（Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄ
ｅｒ）、メッセージ受信確認拡張ヘッダー（Ｍｅｓｓａｇｅ　ＡＣＫ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ
　Ｈｅａｄｅｒ）、睡眠制御拡張ヘッダー（Ｓｌｅｅｐ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｘｔｅｎｄ
ｅｄ　Ｈｅａｄｅｒ）、相関関係行列フィードバック拡張ヘッダー（Ｃｏｒｒｅｌａｔｉ
ｏｎ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｆｅｅｄｂａｃｋ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄｅｒ）、ＭＩＭＯ
フィードバック拡張ヘッダー（ＭＩＭＯ　Ｆｅｅｄｂａｃｋ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａ
ｄｅｒ）、ピギーバックされた帯域幅要請拡張ヘッダー（Ｐｉｇｇｙｂａｃｋｅｄ　Ｂａ
ｎｄｗｉｄｔｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄｅｒ）、ＭＡＣ　ＰＤＵ
長さ拡張ヘッダー（ＭＡＣ　ＰＤＵ　Ｌｅｎｇｔｈ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄｅｒ）
及びＡＲＱフィードバック拡張ヘッダー（ＡＲＱ　Ｆｅｅｄｂａｃｋ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ
　Ｈｅａｄｅｒ）などがある。各拡張ヘッダーについての説明は、表４で説明した通りで
ある。
【００７６】
　このうち、断片化パッキング拡張ヘッダー（Ｆｒａｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｐ
ａｃｋｉｎｇ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄｅｒ：ＦＰＥＨ）は、単一伝送連結に関する
ペイロードを伴うＭＡＣ　ＰＤＵが分割又はパッキングされたり、又はＡＲＱ再伝送を適
用するときに該当のＭＡＣ　ＰＤＵに伴われる。
【００７７】
　表５は、ＩＥＥＥ　８０２．１６システムを基盤とする無線通信システムで使用される
ＦＰＥＨの一例を示すものであって、ここに含まれた各フィールドについての説明は、表
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５に示す通りである。
【００７８】
【表５】

　表５を参照すると、断片化パッキング拡張ヘッダーは、ＡＲＱ再配列情報が含まれるか
どうかを指示する再配列情報指示子フィールド（ＲＩ）、該当のＭＡＣ　ＰＤＵのシーケ
ンスナンバーを示すシーケンスナンバーフィールド（ＳＮ）、断片化と関連した制御情報
を含む断片化制御フィールド（ＦＣ）、ＡＲＱフィードバック情報要素存在指示フィール
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ド（ＡＦＩ）、ＡＲＱフィードバックポール（ｐｏｌｌ）存在指示フィールド（ＡＦＰ）
を含む。
【００７９】
　ここで、再配列情報指示子フィールド（ＲＩ）で再配列情報がさらに含まれることを指
示する場合（ＲＩ＝１）、断片化パッキング拡張ヘッダーは、最後のＡＲＱサブブロック
が含まれるかどうかを示す最後のＡＲＱサブブロック指示子フィールド（ＬＳＩ）及び１
番目のＡＲＱサブブロックのサブ―シーケンスナンバーを示すフィールド（ＳＳＮ）を選
択的に含むようになる。
【００８０】
　また、断片化パッキング拡張ヘッダーは、以下の拡張ヘッダーを通して伝送する追加情
報の存在有無を指示する追加情報指示フィールド（Ｅｎｄ）を含み、ＳＤＵ又はＳＤＵ断
片の長さ情報を示す長さフィールド（Ｌｅｎｇｔｈ）を選択的に含むことができる。
【００８１】
　前記シーケンスナンバーフィールド（ＳＮ）は、ｎｏｎ―ＡＲＱ連結では、ペイロード
を伴うＭＡＣ　ＰＤＵのシーケンスナンバーを示し、各ＭＡＣ　ＰＤＵに対して１ずつ増
加するようになる。ＡＲＱ連結に対して断片化パッキング拡張ヘッダーを使用する場合、
シーケンスナンバーフィールドに設定される値はＡＲＱブロックのシーケンスナンバーを
示す。
【００８２】
　ＭＡＣ　ＰＤＵに断片化やパッキングなどが適用されない場合も、パケットのＨＡＲＱ
リオーダリングのためのシーケンスナンバーに関する情報を含ませるために、一般ＭＡＣ
ヘッダーや圧縮ＭＡＣヘッダーを含む全てのＭＡＣ　ＰＤＵに断片化パッキング拡張ヘッ
ダーを伴うことができる。そのため、断片化パッキング拡張ヘッダーは、表３の基本拡張
ヘッダー構造と比較すると、該当の拡張ヘッダーの後に他の一つ以上の拡張ヘッダーが存
在するかどうかを指示する最後の拡張ヘッダー指示フィールド（Ｌａｓｔ）、及び該当の
拡張ヘッダーのタイプを指示する拡張ヘッダータイプフィールド（Ｔｙｐｅ）を含まない
こともある。
【００８３】
　また、表５で、再配列ヘッダー識別子フィールド（ＲＩ）が「０」に設定され、より多
い情報が含まれるかどうかを示す追加される情報指示フィールド（Ｅｎｄ）が「０」に設
定される場合、断片化パッキング拡張ヘッダーは少なくとも２バイトの長さを有するよう
になる。
【００８４】
　すなわち、ＶｏＩＰのようなパケットを伝送するために、表２で説明した圧縮ＭＡＣヘ
ッダーを使用する場合も、断片化、パッキング又はＡＲＱを使用せずにシーケンスナンバ
ーに関する情報のみを含むために、該当のＭＡＣ　ＰＤＵは少なくとも２バイトの断片化
パッキング拡張ヘッダーを伴うようになり、３バイトのＭＡＣヘッダーオーバーヘッドが
発生するようになる。
【００８５】
　したがって、本発明は、シーケンスナンバー情報のみを含むために断片化パッキング拡
張ヘッダーを使用する場合に備えて、シーケンスナンバー情報を含む拡張された圧縮ＭＡ
Ｃヘッダーの構造を提案する。本発明の一実施例に係る圧縮ＭＡＣヘッダーを使用してＶ
ｏＩＰパケットを伝送する場合、別途の断片化パッキング拡張ヘッダーを付加しないこと
もある。
【００８６】
　また、ＶｏＩＰのようなデータを伝送するために、本発明の一実施例に係る圧縮ＭＡＣ
ヘッダーを使用する各ユーザーのチャンネル環境によって伝送方式を異ならせることがで
きる。チャンネル環境が悪い場合（例えば、各ユーザーがセルの縁部又はセル境界領域に
位置する場合）、ＶｏＩＰのように一定大きさ以下の所定周期で生成されるデータに対し
ても分割伝送方式を用いることができる。本発明は、この場合、伝送データに含まれる断
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片化パッキング拡張ヘッダーを、必要な情報のみを含む簡素化された構造で生成し、ヘッ
ダーオーバーヘッドを減少できる方法を提案しようとする。
【００８７】
　表６は、本発明の一実施例に係る圧縮ＭＡＣヘッダー構造の他の例を示すものである。
【００８８】
【表６】

　表６を参照すると、本発明の一実施例に係る圧縮ＭＡＣヘッダーは、サービスフローの
識別子を含むフロー識別子フィールド（Ｆｌｏｗ　ＩＤ）、圧縮ＭＡＣヘッダーの後に一
つ以上の拡張ヘッダーが存在するかどうかを示す拡張ヘッダー存在指示フィールド（ＥＨ
）、圧縮ＭＡＣヘッダーを含む該当のＭＡＣ　ＰＤＵの長さ情報を含む長さフィールド（
Ｌｅｎｇｔｈ）、及びシーケンスナンバーを含むシーケンスナンバーフィールド（ＳＮ）
で構成することができる。以下では、表２で説明した一般的に使用する圧縮ＭＡＣヘッダ
ーと本発明の一実施例に係る圧縮ＭＡＣヘッダーを区分するために、表６で例示した構造
を有する圧縮ＭＡＣヘッダーを「拡張された圧縮ＭＡＣヘッダー」と称する。拡張された
圧縮ＭＡＣヘッダーは、フロー識別子フィールド及びシーケンスナンバーフィールドを含
む圧縮ＭＡＣヘッダーであって、圧縮ＭＡＣヘッダーと同じ意味で使用することができる
。
【００８９】
　表６で、フロー識別子フィールド（Ｆｌｏｗ　ＩＤ）は、一つの端末で多くのサービス
フローに圧縮ＭＡＣヘッダーを使用する場合のフロー間の区分を示し、シーケンスナンバ
ーフィールド（ＳＮ）は、該当のＭＡＣ　ＰＤＵのシーケンスナンバーに関する情報を含
む。
【００９０】
　圧縮ＭＡＣヘッダーは、所定周期で生成される一定大きさ以下のＶｏＩＰのような小さ
いパケットを伝送する場合のＭＡＣ　ＰＤＵのシーケンスナンバーを示す。ＶｏＩＰのよ
うなパケットに対して断片化、パッキング及び／又はＡＲＱ再伝送などを適用せずに、エ
ラー検査が必要な場合にＨＡＲＱリオーダリングを適用するので、断片化パッキング拡張
ヘッダーでは、該当のＭＡＣ　ＰＤＵに対するシーケンスナンバーを示すシーケンスナン
バーフィールドのみを使用するようになる。
【００９１】
　また、ＶｏＩＰのようなパケットに対してはＡＲＱを適用しないので、断片化パッキン
グ拡張ヘッダーに含まれるｎｏｎ―ＡＲＱ／ＡＲＱを適用するＭＡＣ　ＰＤＵのシーケン
スナンバーを示すシーケンスナンバーフィールドとは異なって、圧縮ＭＡＣヘッダーのシ
ーケンスナンバーフィールドは、ＡＲＱを適用しないＭＡＣ　ＰＤＵに対するシーケンス
ナンバーのみを含む。
【００９２】
　したがって、圧縮ＭＡＣ　ＰＤＵのシーケンスナンバーフィールドは、断片化パッキン
グ拡張ヘッダーの１０ビットのシーケンスナンバーフィールドとは異なって、４ビットの
みで必要なシーケンスナンバーを示すことができる。
【００９３】
　図６は、本発明の一実施例に係る拡張された圧縮ＭＡＣヘッダー構造を含むＭＡＣ　Ｐ
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ＤＵの一例を示す図である。以下、本明細書では、図６を含むＭＡＣ　ＰＤＵ構造を示す
ブロックの一つの目盛りは１ビット、横列は１バイトをそれぞれ示し、下側に行くほど最
上位ビット（ＭＳＢ）から最下位ビット（ＬＳＢ）に順次配置されることを示す。
【００９４】
　図６を参照すると、ＭＡＣ　ＰＤＵのペイロードに断片化が適用されない場合、表６に
例示した拡張された圧縮ＭＡＣヘッダーを使用してＭＡＣ　ＰＤＵを構成することができ
る。拡張された圧縮ＭＡＣヘッダーは、サービスフローの識別子を含むフロー識別子フィ
ールド（Ｆｌｏｗ　ＩＤ）６０１、拡張ヘッダーの存在有無を指示する拡張ヘッダー存在
指示フィールド（ＥＨ）６０２、ＭＡＣ　ＰＤＵの長さ情報を含む長さフィールド（Ｌｅ
ｎｇｔｈ）６０３、該当のＭＡＣ　ＰＤＵのシーケンスナンバーを示すシーケンスナンバ
ーフィールド（ＳＮ）６０４で構成される。
【００９５】
　このような拡張された圧縮ＭＡＣヘッダーを使用する場合、該当のＭＡＣ　ＰＤＵに断
片化を適用するために別途の断片化パッキング拡張ヘッダーを伴う必要がない。したがっ
て、圧縮ＭＡＣヘッダーに含まれる拡張ヘッダー存在指示フィールド（ＥＨ）６０２に設
定されるビットは、該当のＭＡＣ　ＰＤＵに拡張ヘッダーが存在しないことを指示するよ
うに上述した実施例によって「０」に設定することができる。
【００９６】
　このとき、拡張された圧縮ＭＡＣヘッダーの大きさは、図６に示したように、４ビット
のフロー識別子フィールド６０１、１ビットの拡張ヘッダー存在指示フィールド６０２、
長さフィールド６０３及びシーケンスナンバーフィールド６０４で構成されるので、全体
を２バイトの大きさで構成することができ、ＭＡＣヘッダーのオーバーヘッドは少なくと
も２バイトになり得る。
【００９７】
　上述したように、一般的に断片化又はパッキングを適用せずに、エラー検査時にＨＡＲ
Ｑリオーダリングを適用するＶｏＩＰのようなパケットを伝送する場合、拡張された圧縮
ＭＡＣヘッダーを使用することによって別途の断片化パッキング拡張ヘッダーを伴う必要
がない。
【００９８】
　しかし、セルの縁部に位置するユーザーのようにチャンネル環境が悪い場合は、ＶｏＩ
Ｐのようなパケットも断片化又はパッキングを適用して伝送する方法を用いることができ
る。しかし、拡張された圧縮ＭＡＣヘッダーを含むＭＡＣ　ＰＤＵに対して断片化又はパ
ッキングを適用するために表５に例示した断片化パッキング拡張ヘッダーをさらに付加す
ると、ＭＡＣヘッダーオーバーヘッドが増加するようになる。
【００９９】
　したがって、本発明は、上述した拡張された圧縮ＭＡＣヘッダーを使用するＭＡＣ　Ｐ
ＤＵに対して断片化を適用する場合に使用可能な効率的な断片化パッキング拡張ヘッダー
構造を提案しようとする。具体的には、一般的な拡張ヘッダー構造を用いる場合の断片化
パッキング拡張ヘッダー構造及び新しい構造の拡張ヘッダー構造を用いる断片化パッキン
グ拡張ヘッダー構造を提案しようとする。
【０１００】
　１．Ｌａｓｔフィールドを含む断片化パッキング拡張ヘッダー
　表３を参照すると、一般的にＩＥＥＥ　８０２．１６システムで使用する拡張ヘッダー
は、該当の拡張ヘッダーの後に他の一つ以上の拡張ヘッダーが存在するかどうかを指示す
る最後の拡張ヘッダー存在指示フィールド（Ｌａｓｔ）、該当の拡張ヘッダーのタイプを
指示する拡張ヘッダータイプフィールド（Ｔｙｐｅ）及び拡張ヘッダータイプフィールド
で指示される拡張ヘッダーと関連した各情報を含む一つ以上のフィールドで構成されるボ
ディーフィールド（Ｂｏｄｙ　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ）で構成される。
【０１０１】
　本発明の一実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダーは、基本的な拡張ヘッダー構造
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を用いることができる。
【０１０２】
　表７は、本発明の一実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダー構造の一例を説明する
ためのものである。
【０１０３】
【表７】

　表７を参照すると、本発明の一実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダーは、該当の
ＭＡＣ　ＰＤＵで前記断片化パッキング拡張ヘッダーが最後に存在する拡張ヘッダーであ
るかを示す最後の拡張ヘッダー存在指示フィールド（Ｌａｓｔ）、該当の拡張ヘッダーの
タイプを指示する拡張ヘッダータイプフィールド（Ｔｙｐｅ）、断片化制御ビットを含む
断片化制御フィールド（ＦＣ）及びシーケンスナンバーフィールドの存在有無を指示する
シーケンスナンバー存在指示子フィールド（ＳＮ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を含む。
【０１０４】
　本発明の一実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダーは、表６で説明した拡張された
圧縮ＭＡＣヘッダーを含むＭＡＣ　ＰＤＵを断片化して伝送するとき、受信側で断片化制
御情報フィールド（ＦＣ）を通して断片化制御情報を確認できるように、該当の拡張ヘッ
ダーが断片化パッキング拡張ヘッダーであることを示す拡張ヘッダータイプフィールド（
Ｔｙｐｅ）を含む。すなわち、拡張ヘッダータイプフィールドには、該当の拡張ヘッダー
が断片化パッキング拡張ヘッダーであることを指示するビットが設定される。
【０１０５】
　断片化制御情報フィールドは、表８を参照して説明する。
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【０１０６】
　表８は、断片化パッキング拡張ヘッダーに含まれた断片化制御フィールド（ＦＣ）を通
して示す断片化制御情報を説明するためのものであって、各断片化制御情報については、
表８で説明する。
【０１０７】
【表８】

　再び表７を参照すると、シーケンスナンバーフィールドの追加可否を指示するフィール
ド（ＳＮ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）は、拡張された圧縮ＭＡＣヘッダーを使用する場合、断
片化パッキング拡張ヘッダーに追加されるシーケンスナンバーフィールドの存在有無を示
すためのものである。該当のフィールドが１ビットに割り当てられる場合、「０」が設定
されると、追加されるシーケンスナンバーフィールドがないことを示し、「１」が設定さ
れると、断片化パッキング拡張ヘッダーにシーケンスナンバーフィールドが追加されるこ
とを示す。
【０１０８】
　したがって、ＶｏＩＰのようなパケットを伝送するために、拡張された圧縮ＭＡＣヘッ
ダーを含んでＭＡＣ　ＰＤＵを構成する場合、ＶｏＩＰのようなパケットにＨＡＲＱ再伝
送を適用するとしても、拡張された圧縮ＭＡＣヘッダーのシーケンスナンバーフィールド
を通して該当のＭＡＣ　ＰＤＵのシーケンスナンバーを示すことができるので、前記シー
ケンスナンバーフィールドの追加指示フィールドは「０」に設定することができる。
【０１０９】
　ただし、該当のフィールドでビット設定によって示される意味は、本発明を説明するた
めの一例であって、「０」ビット設定と「１」ビット設定が示す意味は互いに変えること
ができる。
【０１１０】
　圧縮ＭＡＣヘッダー又は拡張された圧縮ＭＡＣヘッダーを使用する場合、断片化パッキ
ング拡張ヘッダーを構成する各フィールドのうち、表５で説明した再配列情報指示フィー
ルド（ＲＩ）、ＡＲＱフィードバックＩＥ指示子フィールド（ＡＦＩ）、ＡＲＱフィード
バックポール指示子フィールド（ＡＦＰ）及び長さフィールド（Ｌｅｎｇｔｈ）などは必
要でない。したがって、圧縮ＭＡＣヘッダー又は拡張された圧縮ＭＡＣヘッダーを使用す
る場合、シーケンスナンバーフィールドの追加指示フィールドを「０」に設定することに
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ド（Ｔｙｐｅ）及び断片化制御情報フィールド（ＦＣ）のみで構成された断片化パッキン
グ拡張ヘッダーを用いることができる。
【０１１１】
　本発明の一実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダーを構成することができる。
【０１１２】
　図７は、本発明の一実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダーを伴うＭＡＣ　ＰＤＵ
の一例を示すものである。具体的には、拡張された圧縮ＭＡＣヘッダーを含むパケットに
断片化を適用するために断片化パッキング拡張ヘッダーを付加したＭＡＣ　ＰＤＵ構造を
示すものである。
【０１１３】
　図７を参照すると、ＭＡＣ　ＰＤＵは、図６で説明した拡張された圧縮ＭＡＣヘッダー
、表８で説明した本発明の一実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダー、及びＭＡＣペ
イロードフィールド７０９で構成することができる。
【０１１４】
　拡張された圧縮ＭＡＣヘッダーは、フロー識別子フィールド（Ｆｌｏｗ　ＩＤ）７０１
、拡張ヘッダー存在指示フィールド（ＥＨ）７０２、該当のＭＡＣ　ＰＤＵの長さ情報を
示す長さフィールド（Ｌｅｎｇｔｈ）７０３及びシーケンスナンバーフィールド（ＳＮ）
７０４で構成され、各フィールドは図６に示した各フィールド６０１～６０４に対応する
。これに関する同一の説明は、本明細書の簡明さのために省略する。
【０１１５】
　ここで、拡張ヘッダー存在指示フィールド７０２は、該当のＭＡＣ　ＰＤＵに断片化パ
ッキング拡張ヘッダーが伴われるので、上述した実施例によって「１」に設定される。
【０１１６】
　断片化パッキング拡張ヘッダーは、断片化と関連したフィールドのみで構成することが
できる。例えば、図７に示したように、断片化パッキング拡張ヘッダーは、該当の拡張ヘ
ッダーが該当のＭＡＣ　ＰＤＵに最後に存在する拡張ヘッダーであるかどうかを指示する
１ビットの最後の拡張ヘッダー指示子フィールド（Ｌａｓｔ）７０５、４ビットの拡張ヘ
ッダータイプフィールド（Ｔｙｐｅ）７０６、２ビットの断片化制御情報フィールド（Ｆ
Ｃ）７０７及び１ビットのシーケンスナンバーフィールド存在指示子フィールド（ＳＮ　
Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）７０８のみを含むことができる。ここで、シーケンスナンバーフィ
ールド存在指示子（ＳＮ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を０に設定し、圧縮ＭＡＣヘッダーを使
用する場合とは関連のない各フィールドを除外することができる。このときの断片化パッ
キング拡張ヘッダーの大きさは１バイトで具現され、２バイトの拡張された圧縮ＭＡＣヘ
ッダーを使用するＭＡＣ　ＰＤＵでヘッダーオーバーヘッドが３バイトになる。
【０１１７】
　次に、表９は、本発明の一実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダー構造の他の例を
説明するためのものである。
【０１１８】
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【表９】

　表９を参照すると、本発明の他の実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダーは、該当
のＭＡＣ　ＰＤＵで前記断片化パッキング拡張ヘッダーが最後に存在する拡張ヘッダーで
あるかどうかを示す最後の拡張ヘッダー存在指示フィールド（Ｌａｓｔ）、該当の拡張ヘ
ッダーのタイプを指示する拡張ヘッダータイプフィールド（Ｔｙｐｅ）、断片化制御ビッ
トを含む断片化制御フィールド（ＦＣ）及び選択的フィールドの存在有無を指示する選択
的フィールド指示子フィールド（ＯＦＩ：Ｏｐｔｉｏｎａｌ　Ｆｉｅｌｄ　Ｉｎｄｉｃａ
ｔｏｒ）を含む。同様に、拡張ヘッダータイプフィールドを通して、該当のＭＡＣ　ＰＤ
Ｕに断片化パッキング拡張ヘッダーが含まれたという情報を受信側に提供することができ
る。
【０１１９】
　説明の簡略さのために、表９に示している各フィールドのうち表５に例示したフィール
ドと同じフィールドに対する説明は省略する。
【０１２０】
　表９を参照すると、一般ＭＡＣヘッダーを使用するときに必要なシーケンスナンバーフ
ィールド（ＳＮ）、パッキングで必要なＭＡＣ　ＰＤＵの長さ情報を含むフィールド（Ｌ
ｅｎｇｔｈ）、再配列情報指示子を含むフィールド（ＲＩ）、ＡＲＱフィードバックＩＥ
指示子を含むフィールド（ＡＦＩ）又はＡＲＱフィードバックポール指示子を含むフィー
ルド（ＡＦＰ）などは、圧縮ＭＡＣヘッダーでは使用しないフィールドであって、選択的
フィールド（Ｏｐｔｉｏｎａｌ　Ｆｉｅｌｄ）に分類することができる。
【０１２１】
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　したがって、これら選択的フィールドが含まれるかどうかを指示する指示子を含むフィ
ールド（ＯＦＩ）を追加することによって、圧縮ＭＡＣヘッダーでは該当の各フィールド
を排除し、断片化パッキング拡張ヘッダーを構成することができる。選択的フィールドが
含まれるかどうかに関する指示子を含むフィールド（ＯＦＩ）に１ビットを割り当てる場
合、該当のフィールドが「０」に設定されると、選択的フィールドが含まれないことを示
し、該当のフィールドが「１」に設定されると、選択的フィールドが含まれることを示す
ことができる。ただし、該当のフィールドでビット設定によって示される意味は、本発明
を説明するための一例であって、「０」ビット設定と「１」ビット設定が示す意味は互い
に変えることができる。
【０１２２】
　したがって、圧縮ＭＡＣヘッダー又は拡張された圧縮ＭＡＣヘッダーを使用する場合、
選択的フィールド指示子を「０」に設定することによって、最後の拡張ヘッダー指示フィ
ールド（Ｌａｓｔ）、拡張ヘッダータイプフィールド（Ｔｙｐｅ）及び断片化制御情報フ
ィールド（ＦＣ）のみで構成された断片化パッキング拡張ヘッダーを用いることができる
。
【０１２３】
　図８は、本発明の他の実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダーを伴うＭＡＣ　ＰＤ
Ｕの一例を示すものである。具体的には、拡張された圧縮ＭＡＣヘッダーを含むパケット
に断片化を適用するために断片化パッキング拡張ヘッダーを付加したＭＡＣ　ＰＤＵ構造
を示す。
【０１２４】
　図８を参照すると、ＭＡＣ　ＰＤＵは、図６で説明した拡張された圧縮ＭＡＣヘッダー
、表９で説明した本発明の他の実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダー、及びＭＡＣ
ペイロードフィールド８０９で構成することができる。このとき、拡張された圧縮ＭＡＣ
ヘッダーを構成する各フィールド８０１～８０４は、図６で説明した各フィールド６０１
～６０４に対応し、フィールドに対する同一の説明は、本明細書の簡明さのために省略す
る。
【０１２５】
　断片化パッキング拡張ヘッダーは、断片化と関連したフィールドのみで構成することが
できる。例えば、図８に示したように、断片化パッキング拡張ヘッダーは、該当の拡張ヘ
ッダーが該当のＭＡＣ　ＰＤＵに存在する最後の拡張ヘッダーであるかどうかを示す１ビ
ットの最後の拡張ヘッダー指示フィールド（Ｌａｓｔ）８０５、４ビットの拡張ヘッダー
タイプフィールド（Ｔｙｐｅ）８０６、２ビットの断片化制御情報フィールド（ＦＣ）８
０７、及び選択的フィールド指示子を含む１ビットの選択的フィールド指示子フィールド
（ＯＦＩ）８０８で構成することができる。
【０１２６】
　ここで、選択的フィールド指示子フィールド（ＯＦＩ）８０６を上述した実施例によっ
て「０」に設定する場合、断片化パッキング拡張ヘッダーは、選択的フィールドに該当す
る多数のフィールドを伴わなくなるので、１バイトの大きさで具現することができる。し
たがって、２バイトの拡張された圧縮ＭＡＣヘッダーを使用するＭＡＣ　ＰＤＵで拡張ヘ
ッダーを含むヘッダーオーバーヘッドは３バイトになる。
【０１２７】
　次に、表１０は、本発明の一実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダー構造の更に他
の例を説明するためのものである。
【０１２８】
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【表１０】

　表１０に例示した本発明の更に他の実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダーは、拡
張ヘッダータイプフィールドを通して受信端で該当のＭＡＣ　ＰＤＵに断片化パッキング
拡張ヘッダーが含まれたという情報を提供することができる。説明の簡略さのために、表
１０に示している各フィールドのうち表５に例示したフィールドと同じフィールドに対す
る説明は省略する。
【０１２９】
　表１０を参照すると、一般ＭＡＣヘッダーを使用するときに必要なシーケンスナンバー
フィールド（ＳＮ）、パッキングで必要なＭＡＣ　ＰＤＵの長さ情報を含む長さフィール
ド（Ｌｅｎｇｔｈ）、再配列情報指示子を含む再配列情報指示フィールド（ＲＩ）、ＡＲ
ＱフィードバックＩＥ指示子フィールド（ＡＦＩ）又はＡＲＱフィードバックポール指示
子フィールド（ＡＦＰ）などは、圧縮ＭＡＣヘッダーでは使用しないフィールドであって
、一般ＭＡＣヘッダーを使用する場合のみに断片化パッキング拡張ヘッダーに含まれるよ
うに構成することができる。
【０１３０】
　すなわち、圧縮ＭＡＣヘッダーを使用する場合、該当のＭＡＣ　ＰＤＵに含まれ得る断
片化パッキング拡張ヘッダーは、最後の拡張ヘッダー指示フィールド（Ｌａｓｔ）、拡張
ヘッダータイプフィールド（Ｔｙｐｅ）及び断片化制御情報フィールド（ＦＣ）のみで構
成することができる。
【０１３１】
　図９は、本発明の更に他の実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダーを伴うＭＡＣ　
ＰＤＵの一例を示すものである。具体的には、拡張された圧縮ＭＡＣヘッダーを含むパケ
ットに断片化を適用するために断片化パッキング拡張ヘッダーを付加したＭＡＣ　ＰＤＵ
構造を示す。
【０１３２】
　図９を参照すると、ＭＡＣ　ＰＤＵは、図６で説明した拡張された圧縮ＭＡＣヘッダー
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、表９で説明した本発明の他の実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダー及びＭＡＣペ
イロードフィールド９０９で構成することができる。このとき、拡張された圧縮ＭＡＣヘ
ッダーを構成する各フィールド９０１～９０４は、図６で説明した各フィールド６０１～
６０４に対応し、フィールドに対する同一の説明は、本明細書の簡明さのために省略する
。
【０１３３】
　断片化パッキング拡張ヘッダーは、図９に示したように断片化と関連したフィールドの
みで構成することができる。例えば、断片化ハッキング拡張ヘッダーは、該当の拡張ヘッ
ダーが該当のＭＡＣ　ＰＤＵに存在する最後の拡張ヘッダーであるかどうかを指示する１
ビットの最後の拡張ヘッダー指示フィールド（Ｌａｓｔ）９０５、４ビットの拡張ヘッダ
ータイプフィールド（Ｔｙｐｅ）９０６、２ビットの断片化制御情報フィールド（ＦＣ）
９０７のみを含むことができる。パディングビットが含まれるパディングフィールド９０
８は、断片化パッキング拡張ヘッダーを１バイトで構成するようにビットが追加される領
域である。図９による実施例では、バイト整列のために１ビットのパディングフィールド
９０８を含むことができる。
【０１３４】
　したがって、２バイトの拡張された圧縮ＭＡＣヘッダーを使用するＭＡＣ　ＰＤＵは、
１バイトの断片化パッキング拡張ヘッダーを伴うので、ＭＡＣヘッダーオーバーヘッドは
３バイトになる。
【０１３５】
　２．Ｌａｓｔフィールドを含まない断片化パッキング拡張ヘッダー
　上述した本発明の各実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダーは、他の拡張ヘッダー
をさらに伴うかどうかを示す情報を含むフィールド（Ｌａｓｔ）を含む構造である。
【０１３６】
　本発明の他の実施例によると、ＭＡＣ　ＰＤＵに存在する一つ以上の拡張ヘッダーで構
成される拡張ヘッダーグループに関するフィールドを別途に構成することができ、これに
対して図１０及び表１１を参照して説明する。
【０１３７】
　図１０は、本発明の一実施例に係る拡張ヘッダーグループ構造の一例を示す図である。
【０１３８】
　図１０を参照すると、拡張ヘッダーグループは、含まれた拡張ヘッダーグループ全体の
長さ情報を含む拡張ヘッダーグループ長さフィールド（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄｅｒ
　Ｇｒｏｕｐ　　Ｌｅｎｇｔｈ）、伴われる一つ以上の拡張ヘッダーのそれぞれに対する
拡張ヘッダータイプを示す拡張ヘッダータイプフィールド（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ｈｅａｄ
ｅｒ　Ｔｙｐｅ）、及び各拡張ヘッダーボディーフィールド（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ｈｅａ
ｄｅｒ　Ｂｏｄｙ）で構成することができる。
【０１３９】
　表１１は、本発明の一実施例に係る拡張ヘッダーグループを構成する各フィールドにつ
いて説明するためのものである。
【０１４０】
【表１１】

　表１１を参照すると、拡張ヘッダーグループは、それぞれの拡張ヘッダーで次の拡張ヘ
ッダーがさらに含まれるかどうかを示す最後の拡張ヘッダー存在指示フィールド（Ｌａｓ
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ｔ）を含まない。その代わりに、拡張ヘッダーグループ長さフィールドを通して該当のＭ
ＡＣ　ＰＤＵに存在する拡張ヘッダー全体の長さ情報を伝達することによって、受信側で
拡張ヘッダーグループ全体の長さ情報を含むＭＡＣ　ＰＤＵを通して該当のＭＡＣ　ＰＤ
Ｕから読んだｉ番目の拡張ヘッダーが最後の拡張ヘッダーであるかどうかを導出すること
ができる。
【０１４１】
　拡張ヘッダーグループの存在有無は、上述した基本ＭＡＣヘッダーで拡張ヘッダーが含
まれるかどうかを指示する拡張ヘッダー存在指示フィールド（ＥＨ）を通して同一の方法
で示すことができる。拡張ヘッダーグループに関する長さフィールドは、ＭＡＣ　ＰＤＵ
に使用されるＭＡＣヘッダーの後に挿入され、その後に伴う一つ以上の拡張ヘッダーが順
次挿入される。
【０１４２】
　表１２は、本発明の一実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダー構造の更に他の例を
説明するためのものであって、具体的には、発展した一般ＭＡＣヘッダーを使用する場合
の断片化パッキング拡張ヘッダー構造を説明するためのものである。
【０１４３】
【表１２】

　表１２を参照すると、本発明の更に他の実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダーは
、該当の拡張ヘッダーの後に他の拡張ヘッダーがさらに存在するかどうかを示す最後の拡
張ヘッダー存在指示フィールド（Ｌａｓｔ）を含まない。説明の簡略さのために、表１２
に示している各フィールドのうち表５に例示したフィールドと同じフィールドに対する説
明は省略する。
【０１４４】
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　表１２を参照すると、圧縮ＭＡＣヘッダーを使用する場合、拡張ヘッダータイプフィー
ルド及び断片化制御情報フィールドのみで構成された断片化パッキング拡張ヘッダーを使
用することができ、これに対する一例は表１３で説明する。
【０１４５】
　表１３は、本発明の一実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダー構造の更に他の例を
説明するためのものであって、具体的には、表１２で圧縮ＭＡＣヘッダーを使用する場合
の簡素化された断片化パッキング拡張ヘッダーを示すものである。
【０１４６】
【表１３】

　表１３に示すように、シーケンスナンバーフィールドを含む拡張された圧縮ＭＡＣヘッ
ダーを使用する場合、断片化パッキング拡張ヘッダーは、拡張ヘッダータイプフィールド
及び断片化制御情報フィールドのみを含むように構成することができる。すなわち、一般
ＭＡＣヘッダーと関連したフィールド（例えば、ＳＮフィールド、ＡＦＰフィールド、Ｒ
Ｉフィールド、Ｅｎｄフィールド、Ｌｅｎｇｔｈフィールドなど）を排除することができ
る。このように構成された断片化パッキング拡張ヘッダーを伴うＭＡＣ　ＰＤＵ構造につ
いては図１１を参照して説明する。
【０１４７】
　図１１は、本発明の更に他の実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダーを伴うＭＡＣ
　ＰＤＵの更に他の例を示すものである。具体的には、圧縮ＭＡＣヘッダーを使用してパ
ケットを伝送するとき、該当のパケットに断片化を適用しようとする場合のＭＡＣ　ＰＤ
Ｕ構造を示すものである。
【０１４８】
　図１１を参照すると、ＭＡＣ　ＰＤＵは、表６で説明した拡張された圧縮ＭＡＣヘッダ
ー１１０１～１１０４、表１１で説明した拡張ヘッダーグループの長さ情報を含むフィー
ルド１１０５、表１２で説明した本発明の更に他の実施例に係る断片化パッキング拡張ヘ
ッダー１１０６～１１０８及びＭＡＣペイロードフィールド１１０９で構成することがで
きる。このとき、拡張された圧縮ＭＡＣヘッダーを構成する各フィールド１１０１～１１
０４は、図６で説明した各フィールド６０１～６０４に対応し、フィールドに対する同一
の説明は、本明細書の簡明さのために省略する。
【０１４９】
　断片化パッキング拡張ヘッダーは、図１１に示したように、断片化と関連したフィール
ドのみで構成することができる。例えば、断片化パッキング拡張ヘッダーは、４ビットの
拡張ヘッダータイプフィールド（Ｔｙｐｅ）１１０６及び２ビットの断片化制御情報フィ
ールド（ＦＣ）１１０７で構成することができる。パディングビットが含まれるパディン
グフィールド１１０８は、断片化パッキング拡張ヘッダーが１バイトで構成されるように
ビットが追加される領域であって、図１１による実施例では、バイト整列のために２ビッ
トがパディングされる。
【０１５０】
　したがって、本発明の更に他の実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダーの大きさは
１バイトで構成され、該当のＭＡＣ　ＰＤＵで２バイトの拡張された圧縮ＭＡＣヘッダー
及び１バイトの拡張ヘッダーグループ長さフィールドを含む場合、ＭＡＣヘッダーオーバ
ーヘッドは４バイトになり得る。
【０１５１】
　上述した本発明の各実施例では、パケットを分割して伝送する場合に追加される拡張ヘ
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【０１５２】
　ただし、断片化パッキング拡張ヘッダーが断片化拡張ヘッダー（Ｆｒａｇｍｅｎｔａｔ
ｉｏｎ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄｅｒ：ＦＥＨ）とパッキング拡張ヘッダー（Ｐａｃ
ｋｉｎｇ　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｈｅａｄｅｒ：ＰＥＨ）に分離される場合、上述した各実
施例は、断片化拡張ヘッダー又はパッキング拡張ヘッダーに同一に適用することができる
。これと関連して、表１４～表１７を参照して簡略に説明する。
【０１５３】
　表１４は、本発明の一実施例に係る断片化拡張ヘッダー（ＦＥＨ）構造の一例を示すも
のである。
【０１５４】
【表１４】

　表１４を参照すると、該当のＭＡＣ　ＰＤＵに圧縮ＭＡＣヘッダーを含む場合、本発明
の一実施例に係る断片化拡張ヘッダーは、拡張ヘッダータイプフィールド、パケット分割
に関する情報を含む断片化制御情報フィールドを含む。
【０１５５】
　一方、該当のＭＡＣ　ＰＤＵに発展した一般ＭＡＣヘッダーを含む場合、本発明の一実
施例に係る断片化拡張ヘッダーは、該当のＭＡＣ　ＰＤＵのシーケンスナンバーを含むシ
ーケンスナンバーフィールドをさらに含むことができる。
【０１５６】
　表１５は、本発明の一実施例に係る断片化拡張ヘッダー（ＦＥＨ）構造の他の例を示す
ものである。
【０１５７】
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【表１５】

　表１５を参照すると、本発明の他の実施例に係る断片化拡張ヘッダーは、拡張ヘッダー
タイプフィールド、パケット分割に関する情報を含む断片化制御情報フィールド及び追加
的なシーケンスナンバーフィールドが含まれるかどうかを指示するシーケンスナンバー指
示子フィールドを含む。
【０１５８】
　該当のＭＡＣ　ＰＤＵに圧縮ＭＡＣヘッダーを含む場合、本発明の他の実施例に係る断
片化拡張ヘッダーは、上述したフィールドのみを含むことができる。
【０１５９】
　一方、該当のＭＡＣ　ＰＤＵに発展した一般ＭＡＣヘッダーを含む場合、本発明の他の
実施例に係る断片化拡張ヘッダーは、該当のＭＡＣ　ＰＤＵのシーケンスナンバーを含む
シーケンスナンバーフィールドをさらに含むことができる。
【０１６０】
　表１６は、本発明の一実施例に係るパッキング拡張ヘッダー（ＰＥＨ）構造の一例を示
すものである。
【０１６１】
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　表１６を参照すると、該当のＭＡＣ　ＰＤＵに圧縮ＭＡＣヘッダーを含む場合、本発明
の一実施例に係るパッキング拡張ヘッダーは、拡張ヘッダータイプフィールド及びパケッ
ト分割に関する情報を含む断片化制御情報フィールドを含む。
【０１６２】
　一方、該当のＭＡＣ　ＰＤＵに発展した一般ＭＡＣヘッダーを含む場合、本発明の一実
施例に係るパッキング拡張ヘッダーは、該当のＭＡＣ　ＰＤＵのシーケンスナンバーを含
むシーケンスナンバーフィールド、該当のＭＡＣ　ＰＤＵがパッキングされたＳＤＵ又は
ＳＤＵ断片に関する長さを示す長さフィールド、及び他の情報が含まれるかどうかを指示
するフィールドをさらに含むことができる。
【０１６３】
　表１７は、本発明の一実施例に係るパッキング拡張ヘッダー（ＰＥＨ）構造の他の例を
示すものである。
【０１６４】
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【表１７】

　表１７を参照すると、本発明の他の実施例に係るパッキング拡張ヘッダーは、拡張ヘッ
ダータイプフィールド、パケット分割に関する情報を含む断片化制御情報フィールド及び
追加的なシーケンスナンバーフィールドが含まれるかどうかを指示するシーケンスナンバ
ー指示子フィールドを含む。
【０１６５】
　該当のＭＡＣ　ＰＤＵに圧縮ＭＡＣヘッダーを含む場合、本発明の他の実施例に係るパ
ッキング拡張ヘッダーは上述したフィールドのみを含むことができる。
【０１６６】
　一方、該当のＭＡＣ　ＰＤＵに発展した一般ＭＡＣヘッダーを含む場合、本発明の他の
実施例に係るパッキング拡張ヘッダーは、該当のＭＡＣ　ＰＤＵのシーケンスナンバーを
含むシーケンスナンバーフィールド、該当のＭＡＣ　ＰＤＵのＳＤＵ又はＳＤＵ断片の長
さを示す長さフィールド、及び他の情報がさらに含まれるかどうかを示すフィールドをさ
らに含むことができる。
【０１６７】
　このように、本発明の各実施例によると、ＭＡＣ　ＰＤＵで使用するＭＡＣヘッダータ
イプによって必要なフィールドのみで構成された１バイトの効率的な断片化パッキング拡
張ヘッダー、断片化拡張ヘッダー及びパッキング拡張ヘッダーのうち任意の一つを使用す
ることができる。このようなＭＡＣ　ＰＤＵを生成する送信装置の一例を図１２を参照し
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て説明する。
【０１６８】
　図１２は、本発明の他の実施例に係る送信装置でのＭＡＣ　ＰＤＵ生成部構造の一例を
示す図である。具体的には、ＡＲＱ連結、ｎｏｎ―ＡＲＱ連結及び制御連結時に使用する
ＭＡＣ　ＰＤＵを生成する過程を示す。
【０１６９】
　図１２を参照すると、送信装置でのＭＡＣ　ＰＤＵ生成部は、ＭＡＣ制御モジュール１
２０１、収斂副階層１２０２及びＭＡＣ　ＰＤＵ生成モジュール１２０３を含むことがで
きる。
【０１７０】
　ＭＡＣ制御モジュール１２０１で生成された各ＭＡＣ制御メッセージは、ペイロードを
伴うＭＡＣ　ＰＤＵに断片化してＭＡＣ　ＰＤＵ生成モジュール１２０３に伝達すること
ができる。また、シグナリングヘッダーを生成するのに必要な各制御情報をＭＡＣ　ＰＤ
Ｕ生成モジュール１２０３に伝送することができる。
【０１７１】
　収斂副階層１２０２は、伝送するデータをＭＡＣ　ＳＤＵに変換又はマッピングする機
能を行う。すなわち、伝送しようとするＭＡＣ　ＳＤＵ又は伝送されたＭＡＣ　ＳＤＵを
分類する。一旦特定のＭＡＣ連結と関連すると、一つ以上の上位階層ＰＤＵはＭＡＣ　Ｓ
ＤＵ形態で圧縮されなければならない。このとき、形成されてネットワークに進入しよう
とするＭＡＣ　ＳＤＵは、収斂副階層１２０２で所定のマッピング基準に従って一つ以上
のセットに分類することができる。また、収斂副階層では、生成されたＭＡＣ　ＳＤＵに
含まれた一つ以上のヘッダーに対するヘッダー圧縮を行うことができる。また、収斂副階
層１２０２では、伝送するＭＡＣ　ＳＤＵをＭＡＣ　ＰＤＵ生成モジュール１２０３に伝
達しながら、前記の伝送するＭＡＣ　ＰＤＵのヘッダー生成に要求される情報（例えば、
長さ情報など）を共に提供することができる。
【０１７２】
　収斂副階層１２０２で生成された一つ以上のＭＡＣ　ＳＤＵは、断片化又はパッキング
を通してＭＡＣ　ＰＤＵペイロードに変換され、変換された一つ以上のＭＡＣ　ＰＤＵペ
イロードは、ＭＡＣ　ＰＤＵ生成モジュールに伝達される。このとき、ＭＡＣ　ＰＤＵペ
イロードは、ＡＲＱを適用する場合と適用しない場合に区分することができる。
【０１７３】
　ＭＡＣ　ＰＤＵ生成モジュール１２０３は、ＭＡＣ制御モジュール１２０１又は収斂副
階層１２０２から伝達されたＭＡＣ　ＰＤＵペイロードを含むＭＡＣ　ＰＤＵを生成し、
ＭＡＣヘッダー生成部及び多重化器を含むことができる。このとき、ＭＡＣヘッダー生成
部で生成されるＭＡＣヘッダーは、表１及び表２で説明した一般的に使用する一般ＭＡＣ
ヘッダー又は圧縮ＭＡＣヘッダーや、表６で説明した拡張された圧縮ＭＡＣヘッダーのう
ち一つ以上に従うことができる。また、ＭＡＣヘッダー生成部では、ＭＡＣ　ＰＤＵを通
して伝送しようとするパケットの種類及び伝送方式などに従って必要な拡張ヘッダーを生
成できるが、本発明の各実施例に係る断片化パッキング拡張ヘッダーを生成することがで
きる。すなわち、図７～図１１で説明したＭＡＣ　ＰＤＵを生成することができる。
【０１７４】
　多重化器は、ヘッダー生成部の制御による順序で受信するＭＡＣヘッダー及びＭＡＣ　
ＳＤＵを多重化し、ＭＡＣ　ＰＤＵを生成して出力することができる。
【０１７５】
　このとき、ＭＡＣ　ＰＤＵ生成モジュール１２０３は、ＭＡＣ　ＰＤＵに対する暗号化
作業を行えるが、生成されるＭＡＣ　ＰＤＵにＰＮ及びＩＣＶをさらに付着したり、又は
生成されるＭＡＣ　ＰＤＵにＣＲＣを付着することもできる。
【０１７６】
　このように生成されたＭＡＣ　ＰＤＵは、連続する一つ以上のＭＡＣ　ＰＤＵに生成し
、物理階層に伝達して外部に伝送することができる。
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【０１７７】
　次に、図１３は、本発明の更に他の実施例であって、上述した本発明の各実施例を行え
る端末及び基地局を説明するためのブロック構成図である。
【０１７８】
　端末は、アップリンクでは送信装置として動作し、ダウンリンクでは受信装置として動
作することができる。また、基地局は、アップリンクでは受信装置として動作し、ダウン
リンクでは送信装置として動作することができる。すなわち、端末及び基地局は、情報又
はデータの伝送のために送信装置及び受信装置を含むことができる。
【０１７９】
　送信装置及び受信装置は、本発明の各実施例を行うためのプロセッサ、モジュール、部
分及び／又は手段などを含むことができる。特に、送信装置及び受信装置は、メッセージ
を暗号化するためのモジュール（手段）、暗号化されたメッセージを解釈するためのモジ
ュール、メッセージを送受信するためのアンテナなどを含むことができる。
【０１８０】
　図１３を参照すると、左側は送信装置の構造を示し、右側は受信装置の構造を示す。送
信装置と受信装置のそれぞれは、アンテナ１３００、１４００、受信モジュール１３１０
、１４１０、プロセッサ１３２０、１４２０、送信モジュール１３３０、１４３０及びメ
モリ１３４０、１４４０を含むことができる。
【０１８１】
　アンテナ１３００、１４００は、外部から無線信号を受信して受信モジュール１３１０
、１４１０に伝達する機能を行う受信アンテナ、及び送信モジュール１３３０、１４３０
で生成された信号を外部に伝送する送信アンテナで構成される。アンテナ１３００、１４
００は、多重アンテナ（ＭＩＭＯ）機能がサポートされる場合は２個以上備えることがで
きる。
【０１８２】
　受信モジュール１３１０、１４１０は、外部でアンテナを介して受信された無線信号に
対する復号及び復調を行い、原本データの形態に復元してプロセッサ１３２０、１４２０
に伝達することができる。また、受信モジュールとアンテナは、図１３に示したように分
離せずに、無線信号を受信するための受信部として示すこともできる。
【０１８３】
　プロセッサ１３２０、１４２０は、通常、送信装置又は受信装置の全般的な動作を制御
する。特に、上述した本発明の各実施例を行うためのコントローラ機能、サービス特性及
び電波環境によるＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）フレーム可変
制御機能、ハンドオーバー機能、認証及び暗号化機能などを行うことができる。
【０１８４】
　送信モジュール１３３０、１４３０は、プロセッサ１３２０、１４２０からスケジュー
リングされて外部に伝送されるデータに対して所定の符号化及び変調を行った後、アンテ
ナに伝達することができる。また、送信モジュールとアンテナは、図１３に示したように
分離せずに、無線信号を伝送するための送信部として示すことができる。
【０１８５】
　メモリ１３４０、１４４０は、プロセッサ１３２０、１４２０の処理及び制御のための
プログラムを格納することもでき、入／出力される各データ（移動端末の場合、基地局か
ら割り当てられたアップリンクグラント（ＵＬ　ｇｒａｎｔ）、システム情報、ＳＴＩＤ
（ｓｔａｔｉｏｎ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、ＦＩＤ（ｆｌｏｗ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ
）、動作時間などの臨時格納のための機能を行うこともできる。また、メモリ１３４０、
１４４０は、フラッシュメモリタイプ、ハードディスクタイプ、マルチメディアカードマ
イクロタイプ、カードタイプのメモリ（例えば、ＳＤ又はＸＤメモリなど）、ＲＡＭ（Ｒ
ａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＳＲＡＭ（Ｓｔａｔｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ―Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＥＥＰ
ＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒ
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ｅａｄ―Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＰＲＯＭ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ―
Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、磁気メモリ、磁気ディスク、光ディスクのうち少なくとも一
つのタイプの格納媒体を含むことができる。
【０１８６】
　送信装置のプロセッサ１３２０は、送信装置に対する全般的な制御動作を行い、ＭＡＣ
　ＰＤＵを生成するためのＭＡＣ　ＰＤＵ生成モジュール１３２１を含むことができ、図
１２で説明したＭＡＣ　ＰＤＵ生成部に対応するので、同一の説明は省略する。
【０１８７】
　受信装置は、受信モジュール１４１０を通して送信装置から伝送されるサービス連結要
請メッセージを受信し、これをプロセッサ１４２０に伝送する。
【０１８８】
　受信装置のプロセッサ１４２０も、受信装置の全般的な制御動作を行い、送信装置から
受信した信号に対する処理を行う信号処理モジュール１４２１を含むことができる。この
とき、信号処理モジュール１４２１は、本発明の各実施例によって断片化されたペイロー
ドを伴うＭＡＣ　ＰＤＵに対してＭＡＣヘッダータイプによる方法で信号処理過程を行う
ことができる。
【０１８９】
　本発明の各実施例で使用される端末は、上述したＭＡＣ　ＰＤＵ生成部の他にも低電力
ＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）／ＩＦ（Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ　Ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ）モジュールを含むことができる。また、端末は、上述した本発明の各実施例
を行うためのコントローラ機能、サービス特性及び電波環境によるＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ
　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）フレーム可変制御機能、ハンドオーバー機能、認証及
び暗号化機能、データ伝送のためのパケット変復調機能、高速パケットチャンネルコーデ
ィング機能及び実時間モデム制御機能などを行う手段、モジュール又は部分などを含むこ
とができる。
【０１９０】
　基地局は、上位階層から受信したデータを無線又は有線で端末に伝送することができる
。基地局は、低電力ＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）／ＩＦ（Ｉｎｔｅｒｍｅｄ
ｉａｔｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）モジュールを含むことができる。また、基地局は、上述
した本発明の各実施例を行うためのコントローラ機能、直交周波数分割多重接続（ＯＦＤ
ＭＡ：Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅ　Ａｃｃｅｓｓ）パケットスケジューリング、時分割デュプレックス（ＴＤＤ：Ｔｉｍ
ｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）パケットスケジューリング及びチャンネル多重化
機能、サービス特性及び電波環境によるＭＡＣフレーム可変制御機能、高速トラフィック
実時間制御機能、ハンドオーバー機能、認証及び暗号化機能、データ伝送のためのパケッ
ト変復調機能、高速パケットチャンネルコーディング機能及び実時間モデム制御機能など
を行う手段、モジュール又は部分などを含むことができる。
【産業上の利用可能性】
【０１９１】
　したがって、本発明は、多様な無線通信システムに適用することができる。
【０１９２】
　本発明は、その精神及び必須的な特徴を逸脱しない範囲で他の特定の形態に具体化する
ことができる。したがって、前記の詳細な説明は、全ての面で制限的に解釈してはならな
く、例示的なものとして考慮しなければならない。本発明の範囲は、添付の請求項の合理
的な解釈によって決定しなければならなく、本発明の等価的範囲内での全ての変更は本発
明の範囲に含まれる。また、特許請求の範囲で明示的な引用関係のない各請求項を結合し
て実施例を構成したり、出願後の補正によって新しい請求項を含ませることができる。
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